
金
滞
古
蹟
志
巻
一

は
橋
場
町
・
卯
辰
町
の
み
に
て
.
間
三
金
地
あ
れ
ば
、
柿
木
畠
・
油
木

畠
・
栗
林
た
ど
を
付
け
ら
れ
た
り
。
寛
永
・
正
保
の
頃
、
ヱ
商
の
家
屋

次
第
に
根
増
し
建
て
庚
ま
り
た
れ
ど
、
大
方
今
の
本
町
と
云
ふ
町
々

の
み
に
て
、
共
の
頃
ま
で
は
地
子
町
は
甚
だ
稀
也
と
発
ゆ
。
寓
治
こ

年
に
小
松
引
越
の
侍
中
金
津
へ
蹄
る
に
よ
り
、
夫
々
屋
敷
を
賜
は

り
、
夫
よ
り
寺
屋
敷
・
侍
中
の
諦
地
、
或
は
地
子
町
防
相
致
怠
り
‘
寛

文
年
中
に
城
下
八
方
へ
建
て
庚
ま
る
事
凡
そ
三
拾
高
歩
に
飴
れ
り
と

い
へ
り
。
共
後
も
少
し
づ
a
A

庚
ま
る
事
は
あ
れ

E
も
狭
ま
る
事
た
き

故
に
、
享
傑
十
一
・
二
年
の
頃
、
城
下
の
続
き
に
郡
方
支
配
の
町
家
建

連
り
、
卯
炭
の
新
町
は
・
近
く
質
暦
年
中
に
建
て
、
段
々
一
繁
昌
す
と
い

へ
り
。
有
揮
武
貞
が
金
棒
細
見
聞
譜
に
も
、
府
下
の
益
.
倍
す
る
事
、

寛
文
の
頃
よ
り
誠
に
移
し
。
然
る
に
近
年
に
至
り
て
郡
方
支
配
の
家

居
相
増
し
て
、
今
の
金
津
府
下
昔
の
府
下
に
比
較
す
れ
ば
、
税
t

五

倍
た
る
べ
し
と
、
享
保
十
九
年
に
記
誠
せ
り
。
叉
高
揮
忠
順
が
筆
記

に
も
、
寓
治
二
年
よ
り
寛
文
五
年
迄
の
閥
、
城
下
侍
屋
敷
・
寺
枇
屋

敷
・
地
子
町
民
間
畠
の
減
じ
た
る
と
と
、
凡
そ
三
十
寓
歩
也
と
い
へ

り
。
三
州
志
来
因
概
毘
附
録
の
街
巷
来
因
に
一
宮
ふ
。
慶
長
二
・
三
年

の
頃
、
新
仕
大
織
の
士
多
く
成
り
‘
府
下
も
日
々
に
瞭
犬
に
及
ぶ
と

R 
胃

を
拝
領
地
と
稀
す
。
但
し
奥
力
士
・
歩
士
は
一
代
限
り
賜
は
る
定
也
。

極
卒
は
組
地
と
稽
し
、
一
組
々
々
に
纏
め
て
邸
地
を
賜
は
る
。
之
を

大
細
と
呼
ぺ
り
。
又
家
総
三
千
石
以
上
の
藩
士
は
下
邸
地
を
賜
は
る

定
に
て
、
共
の
家
士
共
を
共
の
地
陀
居
住
せ
し
む
。
故
に
下
喝
を
俗

に
家
中
と
呼
ぺ
り
。
次
に
町
地
は
、
商
家
・
緒
職
人
の
邸
地
に
て
、
本

町
・
地
子
町
の
区
別
あ
り
。
本
町
は
金
揮
の
侮
馬
・
人
夫
及
び
凡
て
余

荷
の
緒
役
銀
を
割
賞
す
。
中
に
も
町
年
寄
等
を
勤
む
る
家
柄
の
町
人

は
、
緒
役
銀
を
用
品
情
せ
ら
る
L
故
に
、
之
を
拝
領
地
と
稽
す
れ
ど
、

武
士
の
拝
領
地
と
は
異
也
。
共
の
貸
諸
役
菟
許
地
也
。
叉
地
子
町
は

緒
役
銀
を
用
捨
し
て
、
一
坪
二
鹿
五
毛
宛
の
地
子
銀
を
出
す
定
友

り
。
但
し
地
子
地
の
内
拾
三
町
を
ぽ
、
七
ケ
所
と
稽
し
、
b
T
役
銀
と

て
地
子
銀
の
外
に
余
荷
の
諸
役
銀
を
割
嘗
す
。
是
本
町
陀
縫
き
た
る

町
柄
.
に
て
、
元
は
袋
町
・
博
勢
町
・
今
町
・
河
原
町
・
大
工
町
・
竪
町
・
石

浦
町
の
七
ク
町
友
り
o
t
放
に
七
夕
所
と
呼
ぺ
h
y
o

又
門
前
地
と
講
す

る
地
子
地
あ
り
。
是
は
寺
地
の
境
内
を
共
の
寺
院
よ
り
貸
渡
し
・
町

家
を
建
て
さ
せ
‘
共
の
家
主
よ
り
寺
院
へ
地
子
銀
を
納
め
し
む
る
地

也
。
故
に
共
の
寺
の
門
前
地
と
稿
し
、
地
子
町
と
は
異
に
す
o
次
に

郡
一
地
は
.
金
津
市
中
接
近
の
村
邑
の
耕
地
を
詩
込
み
、
町
家
乞
建
て
、

金
海
古
蹟
志
巷

e 

い
へ

E
も
、
未
だ
越
中
富
山
瑞
龍
公
の
諸
士
移
搬
た
き
故
に
、
さ
ほ

円四
d

E
の
事
友
し
。
同
年
高
徳
公
菟
後
、
瑞
能
公
金
披
へ
還
り
給
ふ
よ
り

府
下
段
昌
、
此
の
頃
袋
町
・
博
努
町
:
今
町
・
河
原
町
・
大
工
附
道
府

町
の
七
街
は
牟
役
町
と
定
め
ら
れ
、
右
町
の
外
役
町
二
千
軒
、
地
子

町
・
裏
屋
小
路
ま
で
戸
数
凡
そ
三
高
五
千
徐
と
あ
り
。
且
今
年
及
び

十
六
年
、
外
羅
郭
の
壕
藍
疏
盤
の
時
、
地
制
か
は
る
事
を
聞
か
宇
。

十
七
年
瑞
龍
公
越
中
設
住
領
の
内
十
高
石
分
金
滞
へ
返
さ
れ
け
る

時
、
及
び
十
九
年
公
苑
後
高
岡
よ
り
搬
宅
大
小
の
緒
士
の
た
め
、
府

下
愈
=
庚
大
に
成
り
、
高
岡
町
は
此
の
時
移
搬
の
士
の
第
地
た
り
と

云
ふ
。
高
治
元
年
微
妙
公
菟
去
、
小
松
よ
り
搬
宅
の
諸
士
の
第
地
傍

穫
し
、
散
地
隙
犠
た
し
。
自
徐
奥
力
町
・
足
軽
組
屋
鋪
等
、
府
街
虫

頭
に
出
来
す
。
設
に
至
り
て
金
調
停
府
下
、
園
初
に
比
す
れ
ば
十
倍
す

と
去
へ
り
O

以
上
諸
記
録
等
に
蛾
せ
た
る
古
老
の
停
稔
共
に
て
、
市

中
古
今
の
沿
革
を
ぽ
勘
致
す
ぺ
し
。

。

市

街

医

別

奮
藩
中
は
園
初
以
来
、
金
津
市
中
邸
地
の
直
別
、
第
一
武
士
地
、
第

二
町
地
、
第
三
郡
地
の
三
種
と
す
。
所
絹
武
土
地
は
藩
士
の
邸
地
に

て
、
家
穂
高
に
臆
じ
歩
激
の
定
あ
り
て
賜
は
り
、
世
々
停
承
し
て
之

或
は
務
士
及
び
枇
寺
の
諦
込
地
に
て
、
毎
哉
地
子
米
と
し
て
共
の
年

の
米
債
を
以
っ
て
代
銀
を
共
の
村
民
へ
渡
せ
り
。
之
を
米
地
子
と
呼

‘
び
、
共
の
地
を
相
封
諦
地
と
稽
す
。
以
上
三
等
あ
り
て
各
t

異
な
り
。

按
守
る
に
、
金
海
市
中
は
天
正
以
来
の
都
舎
に
て
既
に
上
文
に
一
式
へ

る
如
〈
佐
久
間
氏
以
前
は
披
地
に
本
源
寺
の
御
堂
あ
り

τ、
本
願
寺

門
徒
の

E
魁
共
按
郭
の
如
く
た
し
守
護
す
と
い
へ
ど
も
、
披
下
と
い

ふ
事
も
な
く
、
都
て
披
外
は
村
落
の
耕
地
な
り
し
を
、
佐
久
間
氏
初

め
て
尾
山
八
町
と
て
、
按
郭
の
内
外
に
町
家
を
建
て
さ
せ
た
り
と
云

ふ
。
さ
て
前
田
家
入
封
以
来
は
、
接
・
活
の
村
落
共
を
ぽ
市
外
へ
温
出

し
‘
耕
地
を
慶
し
て
武
士
地
・
町
地
或
は
枇
寺
の
境
内
と
は
な
し
た

り
。
然
る
に
ぬ
間
後
々
ま
で
郡
地
と
て
、
町
地
に
屈
せ
ざ
る
邸
地
あ
る

も
の
は
如
何
に
と
云
ふ
K
.
三
世
中
納
言
利
常
卿
在
世
中
ま
で
は
、

耕
地
を
践
し
町
地
と
注
し
た
る
も
の
は
.
園
初
以
来
の
制
に
随
ひ
悉

〈
地
子
地
と
友
し
、
金
海
町
奉
行
所
の
所
持
に
属
せ
し
め
ら
れ
た

り
。
然
る
に
高
治
元
年
利
常
卿
菟
ぜ
ら
れ
、
小
松
養
老
附
の
諸
士
金

津
へ
搬
宅
し
、
市
中
の
邸
地
浦
E

民
大
に
成
る
の
み
左
ら
宇
‘
商
家
・

諸
験
λ
も
次
第
に
繁
昌
す
る
に
踏
弘
、
市
中
口
々
の
町
端
接
続
の
郡

地
を
、
道
々
邑
民
よ
り
鰭
込
み
町
家
を
建
て
た
り
。
之
を
相
封
競
地




